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教えて！先輩「ロールモデルに学ぶ（2）」                          指導計画 

 

 内容 留意事項 

教室配置 

 

教室の前方にゲス

ト 2名の席を設け

る。司会 2名はゲ

ストの両脇に座

り、互いの顔が見

えるよう、緩やか

なハの字型に机を

配置する。 

参加者は、これら

の姿がよく見える

位置に着席する。

進行・展開 ◯ゲスト紹介・主旨説明（5分） 

・司会者からの質問に基づき対談形式で進行していくこ

と、質疑応答の時間を設けることを説明する。 

 

◯ゲストの自己紹介（30 分） 

・ゲストのこれまでの経歴をよく知ってもらうため、一人

15 分程度の時間を使って、自己紹介をしてもらう。 

 

〇対談(90 分) 

・司会からさまざまな質問を投げかけ、これに基づきゲス

トにこれまでの経験や自身の考えを語ってもらう。 

・質問の例は以下の通り。 

－大学／職場でのコミュニケーション方法 

－周囲の理解を得るために行ってきたことは？ 

－聴者との距離が縮まったと感じたできごとは？ 

－（聴覚障害に関するもので）印象に残っている言葉

は？ 

－聴者の部下を持った時に信頼関係を築いていくための

方法は？ 

－今だから言える失敗談は？ 

－振り返ってみて、これがエンパワメントだと感じるエ

ピソードは？ 

司会からの質問内

容は「司会からの

質問候補リスト」

を参照。 
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◯参加者との質疑応答（20 分） 

一通り話を伺ったら、参加者からの質疑応答に入る。時間

に余裕がある場合には、質疑の前に少し準備時間をとって

も良い。 

 

用意する 

教材等 

司会からの質問候補リスト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料は、日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク(PEPNet-Japan) 

エンパワメント事業の活動成果です。 


